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第 1回「官城県′ヽムの集い」を下記の通り行い
ます。
`る
つて御参集下さい。

記

日時 :昭和 56年 9月 5日 t」午後 6時より9月 6
日1日
'午

後 3時まで (5日午後 4時から宿泊
施設が御利用になれます。)

会場 :宮城県栞駒町駒の湯 動壇城県動労者いこ
い。・ 村 (愛称「いこいの村栞駒」)

プログラム

9月 5日 (■ )

*午後 7時 よう「アィボー,ぃ パ_テ ィ_(こ ん

」L
=

JARL宮 城県支部
支部長  小  元  久 仁 夫

しん会)」 各種ゲームあり

9月 0日 (曰 〉

*午前 8時より「早起き宝さがし」
*午前 10時より「支部大会」業務報告・コンテ
スト入賞著表‐ その他

*午後 1時 より「 FMラ ジオによるFOX HU
NTINC(徒 歩)」 その他ゲームを企画。
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*特設局 JA7YRLの 公開移動運用および JA
7:GY局 の展示を予定 しています。

以 上

**交 通のこあんない **

*列車ご利用の場合
東北本線石越駅栞換ぇ、栗原電鉄栞駒駅
下車、宮城交通バス「いゎかがみ平」行
て、「いこいの村栞駒」下車徒歩 1分。
またはタクツー40分。

*自 動車ご利用の場合
仙台方面より、東北自動車道築館 l・ c
より栞駒町岩ケ崎、栗駒ダム経由約 40
師 (所要時間約 6o分)。 なお当日案内
の看板を道路の要所に出しておきますし
モービル誘導 〈8買参照)も いたします。

**なお予約申込等の関連記事が 8頁にありますので御覧下さい。
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JA7AFP  小 元 久●夫

1.UHF帯 の特徴と,状
430MHz帯 の電波がはたして見通し外まで属く
であろうか?と疑F.月 をもったJA7AFP, JA7G
uN, JH7FXXの 3局は1975年 9月 中旬に山
形・秋田県夏の名峰「鳥海山」への移動実験を行った.
その結果、なんと730姉 も離れた島根県松江市移動
の JA4ZEK局 と8時間以上にわたるQSOを行う
ことに成功し、UH F 11'の 電波が見通し外の地点まで

届くことを確認した。そしてこの交信距離が日本にお

ける430MHz帯 の最長交信記録となった (その後
の記録更新に関する内容を含む記事がCQ誌 1978
年 11月
=に
掲載されています)。

私達 (と いっても当時 JA7GUN武 田さんとJH
7FXX内 日さんはまた430MHz帯 のライセンス
はなく、本当に見通し外のQSOが可能だったら43
0MHzの ライセンスを申請しようと考ぇていた)の
作った記録についても一部の人達は「あの記録は海上

伝播であったからで陸上ではやはり見通し外は不可能

だ」という人達も多かつたのです。しかし私達は陸上

でもきっと見通し外の通信は可能たと考えていまし′も
1976年 6月 のある日、当日の 144MHz帯 の
伝播状況はVVFBで東京都内のモービル局が 59で
入感する程でした。そこて私は「どなたか430MH
zの ライセンスをお持ちの方、是非QSOを お願い致
します」という旨のCQを出しました。早速横浜の局
が応答してきて 2mで QSOを し、次に 430MHz
のSSBでその局を呼んだ所、「オモトさん聞える!は
らこんなに良く入感しています :」 と2(oで 横浜での

受信状態を送ってくれました。その後こちらで受信し

た所、QSBを伴tヽ ながらもRS55で交信すること
ができて、この晩だけでも30余局の関東地方在住の
アマチュア局とSSBや FMで交信することができた
のです。

5年前の 43300MH z(通 称呼出周波数)は夜
でも堂々と|?)ラ グチ,― できる位に430MHz帯 に
ON AIRす る人達は少なかった。そんなある夜、
私が43 300MHZで「 JAl△〇△、 JAl△〇△
こちらは JA7AFP、 J A 7Able FOxtrot
P apa、 宮城県」と呼んだ所、「 AFPさ ん、ここは
433MHZで すよ、 145ooMHzで はありませ
んよ」という親卿 )なアドバイスや「 AFP酔ばらっ
てるのか?ォ メエ 1が聞こえる筈があるか !」 とお叱

り|?)の言葉を項戴した。いくら私が「本当にJAl
△〇△が入感してますよ !」 と話しても信してもら

えなかったのです。今では毎晩のように 1-7間 ば
かりでなく、 2、 3、 8、 9、 /エ リアとFBな交
信が行なわれるようになりました。

さて 1.2ooMHz帯はどうでしょうか?こ のパ
ンドは430MHz帯 どころではなく、HFな んか
と比べたら気の遠くなるような程、つまりHF機の
ダイヤルを廻すとしたら指が痛くなる程廻してもパ

ンドの下端から上端までカバーしきれい程広い !ンヽ

イ、コレホントにネツトのオ′ヽナツ ,なのです。そ

こて多 くの皆さんがON AIRし ている1295
または 1296MHzを 2mバ ンドがパツク寸前の
上・日の夜 8時頃ワ′チしてみてもせいぜい数局し

か聞えない静かなバンドです。そしてこのパツドに

出ている人達は皆さんいずれもFBな UHF MA
N(YL局 は極めて少ない)できたるべき1200
MHz帯の隆盛をいち早く感知して日夜技術を鰊磨
しながら静かに夜明けを待っているように見受けら

れます。このパソドでアクティブなグループはJH
71MZや JH7BJH局 を中心とした仙台グルー
プそれにJA7DSOや JA7AlY局 の石巻グル
ープ、 JA7GA、 JA7LT、 JA7EWXを 中
心とした原町グループ、JA7GB局 をリーグーと
する郡山グループ、 JA7WRQを 中心とする秋田
グループ、 JA7TBYを 中心とする盛岡グループ
をあげることができます。これらの人達の多くはき

らにこの上の 24GHz帯 のパイォニア的な存在で
もあります。

この 1200MHz帯 に昨年の 11月 19日 から
宮城町吉成の小生宅から12955MHzて JA7
1JY局 がF2の ビーコン電波を発射しています。
そして多くの人達はこのアマチ _アの標準電波を受

信して自作機器の調整や電波伝播の試験を行ってい

ます。■在までのところ、このビーコン電波は南は

部山市北は秋田市や盛岡市から受信レポートが届け

られており、 JARL東 北事務局では美しい受信証
を発行しています。今後とヽJA71GY局 のビー
コン電波は 1200MHzの 灯台的な役割をはたす
ことと思います。
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2.UHF帯 の将来

UHF時 代のアマチ ュア無線
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すでにCQ誌の 1979年 5月 号「特集 430M
Hzへの招待」で述べましたように、 430MHz
帯は U II F′ ン` ドの入門用としては 1980年 代は
特に魅力のあるパツドになりそうです。それには訳

があります。すなわち三在の 430ヽlH z帯てのQ
SO―ハムの楽 しみ方―が倍加されるからなのです。
この′ヽムの興味を倍力1してくれるであろうきっかけ

は、 PhaseⅢ 計画と、レビーターシステムの導入、

そしてパーソナルコンピューターの普及に他なりま

せん。

Phasem計画につきましてはこれまでたひたびC
Q誌や JARL NEWs(J・ N)で とりあげら
れてきました。 Phase lま での、すなわちアムサ ノ

トオスカー8号 までのQSO可 能時間は数分～ 20
分間と極めて,時間でした。そのため、常に衛星の
正しい位置関係を頭の中に入れておかないと十分な

QSOが できませんでした。所が来年打上げ予定の
Phasem B(Phase Ⅲ Aは昨年打上げに失敗し大西
洋に沈んでしまいました)が、もし成功しますと、
私達は毎日 101年間以上もこのサテライ ト (衝星)

を経由した海外局とのQSOを 電離層の影響をはと
んど受けることなく1楽 しむことができます。そして

ありがたいことに利用可能なバン |ヽ市は現在の 50
KHzか ら一挙に600KHzと ワイドになります。
この Phase m Bへ のアンプリンク (地上局からサテ

ライト局への送信)周波数は 41つmiz帯と 1200
MHz帯 であり、ダウンリンク (サテライ ト局から
地上局向けの,天自)周波数は 145MHz帯 と430
MHz帯 なのです。
我国は国上の面積も狭く山国で人日は都市とその

周辺地域に集中しています。 50万のアマチ_ア無
線局のうち、HF帯で存分にQSOを enjoyし てい
るノヽムは、ほんの 1握 りの人達だけです。隣り近所
にTVIや アンプ Iを おこす恐れの少ないUH「 ′ヽ
ン自ま小型軽量のANTの設計製作や各種の実験に手
頃なパソ ドであり、まして外国とのQSOも 可能と
なればベーパーライセンスしか持たない人建も、ま

たHF帯でのJAのマナーの悪いパイル・アップQS
Oに愛想づかしした人達もきっとUHF帯 を見なお
しON AIRし てくるものと思われます。昨年 11
月に官城県支部では 12GHz帯 オールモード・ ト
ランスン`―ター組立議習会を実施 tヽたしましたが、

実は、このようなサテライ トQSOの バンクア ンプ
と次に述べるレピーター時代を+分に考慮した催物
であった訳です。どうぞ今年の 12/2.4GHz組
立講習会 (10月 16日 )に多勢の皆様方の参加を
お待ちしています。

さてレビーターですが、我国でもようやく欧米の

先進国なみにごく近い将来レピーターの設置が認可

される運びとなりました。そしてレビーター局の入

・出力周波数も過日行われたレピーター委員会や周

波数委員会で430MHz帯 と120oMHz帯 に
ついて審議し決定いたしました。すでにJARLの
技研には430MHz帯 のレピーターが入っており
また 1200MⅡ z帯のレピーターの試作も行われ
ています。このレビーターを使用することによって

我々アマチ^ア無線局の受ける恩恵は先に述べたサ

テライト局同様大変大きいものがありますが、地上

局であるレビーターについては運用と管理の面での

トラブルヽまた大変なものがあると思われます。
430MHz、 1200MHzい ずれのレピーター
にしても設置以前に十分な伝播テストをしておく必

要があります。その意味では現在 1200MHzの
ビーコン局が本県にあることはレピーター設置への

市石であると考えても良いてしょう。

もう1つのヽビックスはパーソナルコンピュータ

ーの普及に伴うアマチ^ア無線の変貌です。皆さん
の中には、すでにコンヒューターの機能の 1部を有
するトランシーバーをお持ちの方もいらっしやるし
コンテストの時などには大部分の方々はすでにメモ

リーキーをお使いのことと思います。現在でもトラ

ンシー′`―をコンピューターとリンクすることは簡

単であり、免許人がせっせと会社で仕事をしている

間や、グウグウ眠っている間にパソコンがDXを稼
いてくれた(?)と tヽ うことは十分にあり得る話なので

す。コンピ_― ターの普及に伴って単純なログの整

理やQSLの発行と整理にとどまらす、レピーター
システムにおける会員、非会員の識別や装置の監視

業務など、また広いUHF帯のバンド特性を存分に
生かした映像多重通信システムやデータ通信など、

そして何か画期的な新しい通信方式が近い将来、こ

のコンピ_― ター技術の発達に伴い誕生するように

思います。そこでUHF帯の勉強と共に今から少し
ずつコンピューターの勉強もしておく必要がありそ

うです。

3. む す 0
1979年 のCQ誌 5月 号のUHF特 集号が出て
以来、UHF帯 は以前と比べて大変にぎやかになっ
て参 りました。そ ,ヽ時、私は JARLに 新しいヽヽ く
つかの提言をいたしましたが、 JARLは これらの
提言の中、ン`ンドプランに関するものは周波数委員

会を通じてATVや レピーター局の周波数を含めて
全面的にとりあげてくれました。そしてこの文章が

皆さんのお目にとまる頃には新しいバンドプランも

発表|さ れ、 1部はすでに実施されていることと思い
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ます。

現在新幹線の走っている大都市では、数年前に 2

mで生じたと同じ問題 (QRMを含めて)が 70"｀ ンド
で発生しているとのことです。寒古鳥の鳴いている

仙台周辺の430バ ンドもやがて数年後には現在の
2■ と同様の動 をたとるのでしょうか?

私は「 ′ヽム」という同じ趣味をもつ多くの人達が

同時に喜びを分からあうためにも、もっと多くの人

達が「できるだ皓 有帯域の狭いCWやSSBを LOW
POwerでお使いになって新しいバンドプランに従

「■2GHZト ランスバータ組立講習会」に参加して

JA7GUN 武田 久尚〈仙台市)
(宮城メディカルクラブ所属)

近年UHF帯への関心が次第に′ヽムの間に高まっ
てきました。 12GHz帯 は従来市販の装置も少な
く、また高価であり、そのバンドのアクティビティ

は残念ながら本県ては極めて不活発でありました。

そのため折角リグを用意してCQを出しても全 く応
答かなく、自分の装置が正常なのかと心配したり、

またOSOをする相手がいないためQRTしたりす
る人もおりました。

そこで ,ARL宮城県支部では県内各地に 12G
Hz局が多く誕生しこのバンドのアクティビティが
向上するように 12GHzト ランスパータ組立証習
会を催すことにしました。おりよく講習会開催の一

週間前には 12GHzピ ーコン局 JA71GY(1295
5GHz F2)か 官城町吉成山に開局し、マーカ
ー局、′{イ ロット局として運用を開始しました。

さて 12GHzト ラソスパータ組立請習会の参,1
局を募つたところ近県からも参加したいとの問い合

わせがあり、 11月 24曰 (月 )には県内各地から
10名 を越える参加者がありました。会場は、 JA
RL東北地方本部をお借 りしました。当日はマキ電
機のキットを組立てましたが、マキ電機の慎岡さん

とXYLさ んは当日朝早くJAlか ら来仙され、実
体配線日とワ]確な説明で参加者を御指導下さいまし

た。おかけで′`ンダゴテとニンパ~、 ラジオペンチ

毬度の工具のみて組上り、早い人は,12時間で完成
させました。完成後のチェックと調整はマキ電機の

装置を用いて行い、昼食をはさんで午後 2時には全

員 トランスパータを無事完成させました。早速 JA
7RL局の 12GHz用 アンテナを借用し、 JA7
1GYの ビーコン局が受信出来ました。
最後に 12GHz用 ループアンテナの作り方、免
許申請の方法及びJAl方面のUHFの ,況などに

(4)
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って秩序ある運用をされること」を希望しています。

そして特に 430MHz帯 で 10MHz、 1200M
Hz帯ではWARC-79の 結果、将来パソド

‐
が削

減されても、なおかつ 40MHzも ある広いンヽン ド
特性を存分に生かした利用方法をもっと多くの人達

に認識して環きたいと考ぇます。「 1980年代は
UHFの時代」とヽヽうことばがやがて実感として追
りくる日を信して疑いません。

PsE QRV UHF! HOPE TO QSO
vIA SATELL:TE OR REPEATERI TU

ついて槙岡さんの御説

"が
あり午後 4時に解散 しま

した。

今回製作したキットは非常に小型であり、外見 も

されいなFBな ものです。親機には、 144MH2
(出 力 1～ 10W)ト ラツシーバ を用い、 トラン
スパータ本体のアンテナコネクタ部位で測定した出

力は 2W程度得られました。そのた0ア ンテナ給電
のための同軸線のロスを考慮 しても空中線端で法定

出力 lWを得ることは十分可能です。感度も良好で

あり、 2メ ータ用のアンテナに本機を接続してもビ

ーコン局がメリット5て受信出来ました。

今回の設習会で一挙に 10局以上の 1.2GHz局
が開局 し、今後本県でヽこの′` ンドがよりにぎやか

になると期待されます。

今年も12GHz及 び出来れば 23GHzの オー
ルモード機組立講習会を催したく思 っておりますの

で景局も最非御参加下さい。

「 サテライ ト用 Aモ ー ドプリアンプ
組立講習会 」に参加して

JH7BJH只 野 1務男⊂理FD

官城県支都主催による、オスカー通信用プ 1'ア ン

プ組立議習会を ,AMS ATの協力を得て、Aモー
ド用プリアンプキンドを使用し、去る5月 3日 (日 )

仙台市のJARし 東北事務局内で行いました。
各局とも細いコイル巻きに者労しましたが (年の

せいではありません Hi)1時 間少々で完成し、
その後 JA7YRLの 設備を使い、全員FBに動作
することを確認、■つその成力に十分に満足して正

午過ぎ解散しました。 JAMSATの 協力に感謝い
た1ます。

(参力|1者 )

JA7QE  JA7AFJ JA7AFP JA7TYE
JH70RZ JR7DJY JR7xGL JE7AOA
JA7CQF JA7CuX JA7GUN JA7SIA
JA7UCT JA7VEK JA/JTz/7
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国際障害者年にちなみ

東北の障害者ハムとその活動

JR7NYc 競内 武範〈仙台市〉

(JASCメ ンバー)

が、 2メ ーターFMでアクテ .ブにQRV、 そして
JR7USR、 工藤義成局で 2メ ーターからH
F迄主に昼間QRVしていますが、仙台の町中で
35メ ガのフルサイズ水平ダイポールを張っている
局長さスは仙台でも少ないのではないでしょうか。

私は主に、 7メ ガで毎日朝と夜 QRVし ていま
す。東京で開局、そして札幌へ、仙台へきてからは

3年になりますが、もう開局してから20年になり
ます。4局ともアクティブにQRVしていますので
声を聞いた方も多いと思います。しかしながら7ェ

リア会員には健常者がいないため、アソテナの修理

にしても、又ミーティンクの開催にしても色々不自

由することが多く、今後の仲間作りは障害者だけで

なく、健常者の皆様の御協力と入会が望●れるとこ

ろです。今年は、 9月 に東根市にて、関東東北合同
ミーティングを開催します。又 7月 1日から当分の

間会員とQSO出来た各局には、国際障害者年記念
QSLのサービスを行います。それから各′`ンドで、
毎週東京本部をキー局に、全国ロールコールを行っ

ておりますが、この際皆様にお願いですが、健常者

の皆様には何でもない事でも、私達にとってはマイ

クを持つのもやっと、話す事さえやっとの仲間もい

るのです。各自共大変な苦労と努力してやっと資格

をとり、開局したのですから、一週間に一度のロー

ルコールにはビートをかけたり、割込んだりしない

で温かく見守って下さい。それから支部へのお願い

ですが、私達 JASCの行事には協力して下さると
共に、私達にも支部行事に協力出来る事があれば参

加させて下さい。今年は「完全参加と平尊」を合言

葉に、国際身障者年、今日もJASCの
“

間がSS
Bで CWで、QRVしています。皆様とのお付合を
楽しみにして。

73 and 88

日本のアヽム人口は、今や世界で トップを占める成

長を続けている事は、それによる色々な問題もあり

ますが、青少年の科学に対する知識向上の面からも

盲ばしい事と言わなければなりません。そして数十

万と言われるソヽム人『]の中に、一握りの障害者′ヽム

がQRVしている事を知ってもらわなければなりま
せん。私達身体に障害を持つ者にとっては、今やハ

ムは、居ながらにして世間の人達との交流を深めら

れる手段であり、必要かくべからすのものとなって

います。特に、在宅又は重度障害者の仲間にとって

は、とんなにか生きる喜びになっているか、計り知
れないものがあり菫す。そこで、 1974年 秋に陣
害を持った数人のフ、ム仲間が集り、クラプを作ろう
と立上り、それが日本アビリティーズ・スカイフレ

ンドクラブ (JASC)な のです。 JASCは、健
常者と障害者、そして'ヽ ムの仲間が一体となり行動

し、ンヽムとヽヽう共通のコミュニケーションの手段を

通して広く社会と交り、生活空間を拡大すると共に、

社会における障害者「。月題をも受けとめ、考えて行動

する事を目的としています。 JAsc本部は、東京
におき、 JRlZHHを 開局口原強会長外会員は、
300余名にいたり、毎月毎月増加している嬉しい
実情であります。しかし7エ リアは、他エリアに比

較するとまだまだ仲間は少く、現在はi秋日 1名、岩
手 1名、福島2名、山形 1名、宮城は 3名いずれも
仙台市で、 8名で活動しております。仙台市よりQ
RVしている●間は、JR7VCX、 弘津賢二さん

(5'

l JH7XUZ

■ JH7AXエ
3 JH7VVR/7
=JA7LP'け



役  名 コールサイン 氏    名 T 住 所 自 宅 電 話

支 部 長 JA7AFP 小元久仁夫 〒憾
"3。

宮城町吉成 2-13-15 0222-73 8976

1幹  事

1企
画担当 JA7U∝

渉外担当 JA7BGK

″    JA7CQF

会計担当 JH7KOU

庶務担当 ]117QLQ

[1彙
担当i JH7LDЭ

HF担当 JA7Gtバ

サテラィロEtt JH7BJH

こ
ンテ
嘗 JA 7D"

高橋 信男

新野 弘之

磯ロ  ー

佐賀 俊博

高野 栄二

小野寺三郎

武日 久尚

只野 勝男

志摩 茂郎

〒

"ぅ

 仙台市通町 2-17-15

〒

“

3 泉市向陽台 3-23-5

〒30 イ山台市川内追廻住宅 278号

〒■1-31泉市南光台南 1-21-4

〒(00 イ山台市中山8-9-10

〒

", 
仙台市成口町 85

〒982●2仙 台市茂庭字小畑山 4-153

〒

"}8三
理町荒浜築港通り7-34

〒9“  石巻市門脇町 5-7-5

0222-72-8603

02237-3-7088

0222-27-4744

o222-52-5255

0222-78-0663

0222-56-6066

0222-26-1185

02233-5-2o63

0225-93-4377

昭和 55・ 56年度官城県支部役員一覧

JH71HH相 馬 公 夫

_■中■■■中■中■中中中中中■■■t

l支 部登録 クラブ紹介軍
レ■キ■キ■キ■■■中■中中中中■ギ

◎くりこまクラブ (JA7ZVS〉 ア無線議習会を開きクラブ員の協力で成功すること

が出来ました。講習会を開いた事でクラブ員相互の

協調性が出て、さりに新しく講習会に合格され、ク

ラプの仲間入りをし、ビキナーのマナーの勉強等、

以前に開局されたoMの人も初歩にかえって学んだ
様な気がしました。

現在クラブの総局数は、 134名 となっておりま
す。会長は ,A7KOJ高 橋一夫氏で、非常にはり
きって各行事に取りくんています。去年クラブに

'真入りのすはらしい会員名簿が出来、さらに横のつ

なかりが深まりました。また、例年、毎月中味の少

ない割にも,、報の発行、定例 ミーティングの実施、
フィール ドコンテスト及びクラブ内マラツンコンテ

ストの実施、きくらんぼ狩りの実施、技術講習会の

実施等各局吉労しながらも頑張っています。

特に今年は JARL官城県支部大会が栗駒で行な
われる事になり、クラブ全員はりきつて皆さんをむ

かえる準備をし、グラン |ヽでお会いする事を楽しみ

にしております。

我がくりこまクラブは大家族のクラブです。

主に構成員は学生を除く一般社会人となっている

所が大きな特徴となっており、クラブ員は栞原部内

をはじめ遠くは仙台まで各地に点在しています。

くりこまクラブは、昭和 43年 JA7Tlに よっ
て当時クラブ員 10名で設立したという事です。こ
の時は、局数も少なく活動の方も順調だったよぅで

す。その後、、′k第に局数が増えるとはうらはらに一

時活動の方は低迷をたとりました。発足当時ほとん

どH「 帯のオンエアが主流だったようて、個々に見

るとかなリコールの有名な方もいたと聞いています。

局数が増えると共に行事を進める役員のなみなみな

らぬ苦労もあったようてした。

昭和53年には設立 10周年の記念行事も盛大に
行なわれ、これに合わせクラブ内のマラツンコンテ
ストをやった事もよう一層クラブの運営に大きな一

歩を築いたことにはかならないと思います。又、54

年にはクラブが出来てから2度 目の電話級アマチュ
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昭和 50・ 57年度宮城県監査指導委員名簿

役  員 氏    名 住 所 自 宅 電 話

委員長 JA7BE 関谷 主一 02242-4-4119
委 員 JA7FC
JA7KC

JA7LN
JA7ST
JA7BZC

JA7GFE
JA7:ⅥI〔

J A7J SK

JA7U10
JH7BJH

JH7(痣 ,T

J:17・rVi

ヨし角

赤問

大畑

大官

佐藤

力賀

管原

佐藤

松田

只野

佐藤

門馬

栄―

操

俊雄

―凛F

渡

哲男

久雄

忠夫

秀勝

勝男

光男

利明

986

989-61

987-05

988

989-24

982

989-53

988-01

981-31

989-23

989-02

981-05

石巻市南浜町 3-1-28

古川市南町 1-7-8

迫町佐沼字錦 7

気仙沼市切通 116-1

岩沼市字朝日447-2

仙台市長嘘 -12-14

栗駒町岩ケ崎字上小路 124-3

気仙沼市松崎柳沢 104-15

泉市上谷刈字北裏屋敷 2

亘理町荒浜築港通り7-34

白石市半沢屋敷前 150

矢本町宇町浦 168-1

0225-22-3562
02292-2-5177

02202-2-3190

0226-22-6378
o2232-3-3352

02284-5-2538
0226-23-8867

02233-5-2063

02242-6-2095
02258-2-3590

昭和 50年度 JAnL宮 城県支部登録クラフー覧表
〈昭和56年 6月 15日菱D

登録,番号 クラブ名称 クラフ局コール
f;e?* j -t' 登録番号 クラフ●謝称 クラブ局コール べ表者コール
連絡者コール 直:絡著コール

06-1- 1 石 巻 ク ラブ JA7YBI JA7FC 00。-2 東北学院大学 JA7YGX
JR7FMH

06-1- 2 気仙沼クラブ JA7zRY JA7KND 06-2-3 仙 台 ― 高 JA7YDX JR7UHGJR7FHB
06-1- 3 古 川 ク ラ ブ JA7YZO JA7KC 06-2-4 東北工業大学 JA7YFB JllS EMHJA7FFV
06-1-4 仙 台 ク ラ ブ JA7YDM JA7EWO 06-2-5 東北学院大学

工  学  部 JA7YFH
JR7TAZ

TA7CQF JR7JX]

06-1- 5 塩 釜 ク ラブ JA7ZHU JA7JS Oo 2-6 仙台電波高専
JA7YCQ
JH7YAP

JH71MX

06-1- 6 くりこまクラブ JA7ZVS JA7KOF Oo-2-7 仙 台 三 高 JA7YIL JR7GVV

∞i-7
JA7WQF

JA7YTM JR7ANA 06 3- 1 仙縄 気工当局 JH7YiA JH3EOH

06‐1-8 蔵 エ ク ラブ JA7ZXT
JA7NNC

06-4- 1 NJDXC JA7AD

06-1-0 登 米 ク ラ ブ JA7ZYK
,A7LN

06-4-5 ,A7YYV JA7JEDJA7WAG

06■1-10 岩 沼 ク ラ ブ JA7YOR
JA71J

06-4-6 IECク ラブ JA7ZRF JH70RZ

061■ 1 亘 理 ク ラ ブ JA7YZR
JA7NFZ

06-4-7 ブ
ルースカイ
仙 台 ク ラ ブ

JA7ZVJ JH7WYB

06-1-12 奥 州 ク ラ ブ JH 7YAM
JA7EMG

o6-4  8
宮城メディカル

ク   ラ   フ
‐ JH7YFB JA7TKCJA7LNE JR7CAD

06-2- 1 東 北 大 学
JA7YAA
IH7YAA

JR7UVL
o6-4-9 宮城

アマチュア

無 線 ク ラブ
JH 7YRL JA7AFPJH 71MN JA7TCM

(7)

989つ3 自石市大鷹沢三沢字久保口 142-6

名 取 ク ラブ

ぬどいもクラブ



**第 1回「官城県ハムの集い」についてのお知らせ**
1頁の会告に続き御案内いたします。
*予 約
11)宿泊 :1泊 3食付 5,000円 (但し12才未満
の子供は 4.000円 )。 家族で個室を希望される
方はその旨明記のこと。

(2)こ んしん会 :別途に3.OoO日 頂きます。
(3)参加費 i無料 (入国料、9月 6日 の昼食代等)
世 し可能ならば団体保険をかけたいと思いますの

で 9月 6日 当日のみ参加の方も昼食の準備の都合

上できるだけ下記申込みをして下さい。

*申込先 :〒 987-22 官城県東原郡築館町築館郵
便局私書箱8号「 JARLく りこまクラブ」気付
「第 1回宮城県′ヽムの集い実行委員会」宛に必ら

ず「往復はがき」で次の事項を明記の上申込んで

下さい。

(1,申込責任者の氏名、コールサイン、住所、電話

番号、12宿泊予約の内容 (大人、子供の人数、性

別、個室希望の有無)、 (3)到着予定時刻、(4)交通

手段 (バス、自家用車等)、 15'こ んしん会出席の

有無および人数、16)当 日のみ (9月 6日 )参加希
望かどうかの別。(7)キ ャンプ希望の有無 (但 し幕

営用具は各自で持参のこと)。

*〆切 :昭和 56年 8月 15日 (必着分)まで
*モービル誘導 :9月 5日 (コは午後 2時から9月 6
日(口 )は午前 8時からいずれも14472MHzお
よび 14532MHz(FM)で JA7YRLお
よびJA7Zvsの メン′`一が皆様の道案内をい
たします。

*送迎バス :30人以上の希望者が集まれば、 9月
5日午後 3時県庁前発 :9月 6日午後 3時いこい
の村会場発国鉄石越駅ゆきの送迎バスを運行いた

します。バス利用希望の方は上記「実行委員会」

宛往復′ヽガキで同時にお申し込み下さい。

*特設局の運用 :0月 5曰 および 6日 の 2日 間 JA
7YRLを会場内に移動し希望者の運用の便宜を
はかります。特設局運用の希望者は従免とJAR
L会員証を御持参下さい。        以_し

・第 1回「′ヽムのための初級マイコン教室」0おしらせ
上記催物を 56年 11月 22(日 )に開催する予
定です。詳細は追って JARL NEWSに 発表し
ます。ふるって多数御参加下さい。

担当 JA7BGK

(8)

QSPヨ ー ナ ー

**国 試直前 CW議 習会のおしらせ**  |

対 象 :電信級および2ア マ受験希望者     |
日 時 :56年 9月 23日 (秋分の日)10時 より
会 場 :仙台市 JARL東 北事務局
申込先 :〒 980仙台市大町 2丁 目2-13-12立町ビル

JARL東北事務局宮城県支部CW講習係
(JA7CUN)宛        ,

申込〆切 :8月 31日  a復 ′ヽガキに住所、氏名、コ
ールサイン、電話番号、志望資格を記入して

申込のこと。            |
当 日 :で きるだけ電けんと低周波発振器を御持参 .

下さい。

**:.2GHZ,2.3GHZト ランスパータ
組立議習会のおしらせ**

次の要領で「第 2回 12GHZと 23GHZの ト
ランスバータ組立講習会」を開催します。

日   時

会   場
内   容

申 込 方 法

申込 〆 切

当日持参品

問 合 せ 先

昭和 56年 10月 10日 (祭 日)
10:00 ～ 16:00

仙台市  JARL東 北事務局内
希望者には分割払いも可、又同時にア

ンテナキントもあっせん可能です。ご

相談下さい。

① 12GHZ― マキ電機製UTV―
1200 B Iオ ール′ヽ一ツキ ット。

費用は特別価格で 4万 6000円

② 23 GIIz― マキ電機製オールバー
ツキット。           ,.
費用は約 7万 5000円 (末確定)。
′`ガキに「012CHZ又 は 23GH
Zト ランスパータ組立詩習会中込み。 .
0住所 0氏名 0コ ールサイン 0
電話番号 0ア ンテナ希望 (ア ンテナ .
希望者のみ) ⑥―括払と分括払の区 .
別」を記入し宮城県支部あて■込下さい。

56年 9月 15日消印まで、但し到着
順 30名で〆切。
ハンダごて (60～ 80W)テ ーブル
タップ等工具一式。

分割払希望者は印鑑。

JA7BJH 只野 勝男宛
(昼)仙台  61-6754
(夜間)02233-5-2063


